	２５年度 第４回常務理事会議事録


１)日  時  平成２５年　７月１０日(水)１８：３０～２１：３０
２)場  所  宮城県放射線技師会館

３)出席者  
会　　長　　阿部　養悦

副会長　　山田　文夫、前谷津　文雄、小山　洋

理　　事　　立花　茂、佐々木　昌浩、安彦　茂、
長谷川　圭三、本舘広樹
　　常務理事の現在数（会長、副会長を含む）１０名

　　出席理事　９名　欠席理事　１名　（大友）
　　常務理事会は成立した。
　・　その他の出席者　　　監事　大山　勝彦
常務理事会開催の辞を前谷津副会長が行い、会長挨拶で、阿部会長は６月２５日、罰則（過料）通知が来たことについて報告を行い、今後、理事としての自覚を持って運営して欲しいことを述べ、議事に入った。
議事に先立ち、平成２５年度第２回常務理事会議事録（案）の確認が行なわれ、修正意見はなかった。

議長の阿部会長は、議事録作成者に山田副会長、
議事録署名人に前谷津文雄副会長、立花理事を指名し議事に入った。
４）議　事　　　　　　

①今後の行事確認
　７月１０日（水）　第４回常務理事会
　７月１７日（水）　第１０回スキルアップカンファレンス
　７月２０日（土）　放射性医薬品取扱ガイドライン講習会

　７月２６日（金）　会報ＭＡＲＴ８０号発刊

　７月２７日（土）　ＯＢ部情報交換会

　８月　３日（土）　技術講習会

　８月２１日（水）　第５常務理事会
　８月２４日（土）　宮城ＣＴリフレッシャー研究会
　８月２５日（日）　静脈注射抜針講習会
　８月３１日（土）　宮城ＭＲＩ研究会

　８月３１日（土）　日本放射線カウセリング養成講座
　　～９月　１日（日）
　９月　７日（土）　放射線安全センター講習会
　　　　　　　　　　　第３支部勉強会

　９月１１日（水）　第６常務理事会
　９月１８日（水）　第１１回スキルアップカンファレンス
　９月２０日（金）　日本診療放射線技師学術大会
　　～２２日（日）

　９月２５日（水）　第３回理事会
②議　題　　
１．医療功労賞受賞候補者の推薦について
　立花総務部長より、医療功労賞の推薦基準の説明と

候補者の推薦の打診が行われた。医療功労賞とは、過
疎地域の困難な環境の中で、長きにわたり医療業務に
従事し、地域の健康管理と増進のため努力された方と
ある。推薦期日は８月末日までである。
　協議を行った結果、被災地も該当することから、沿岸

部の会員が該当するか前谷津副会長に調査してもらう
ことで出席理事の全てが了承した。
２．共催、協賛，後援について
　立花総務部長より、今年度より日本診療放射線技会

生涯学習カウント申請に賛同して頂いている各研究会
からの共催・協賛・後援依頼の申請は必要ないのでは
ないかという提案が出された。

－　安彦理事は賛同して頂いている研究会については、
　　開催日に合わせて世話人会を行うため、申請の時期と理事会で確認する時期がずれることから、申請をしなくてもすむやり方の方がやりやすいのではないかと述べた。
－　阿部会長は、賛同して頂いている研究会、継続して

いる研究会については、担当理事がいて、報告できる

体制であれば良いのではないかと述べた。

－　立花理事は、現行の規定では会長の判断で決定され、理事会に報告する義務があることを述べた。
－　大山監事は、公益社団法人になり、共催・協賛・後援依頼の申請書は、生涯学習カウントに関係なく、公文書を交わすためにも出してもらう方が良いと述べた。
以上の審議から、今年度中に賛同して頂いている研究会と相談して方向性を決めていくことで出席理事の全てが了承した。
３．定年退職者への記念品贈呈及び祝賀会等について
　第３回常務理事会において、佐々木（昌）福利厚生部長より、高齢者雇用安定法の一部改正から、退職者の情報把握が困難になる事を予想して、定年退職者に自己申告をしてもらう案が出されたが時間の関係上、途中で協議を打ち切り、第３回理事会で審議した結果、記念品の是非、祝賀会の開催の是非の提言が行われ、継続審議することとなった。
　佐々木（昌）福利厚生部長から、第２回理事会で審議した内容を踏まえ、記念品贈呈と祝賀会を別個に考えた内容で再度審議が求められた。
· 長谷川理事は事業計画及び予算書に入っているので今年度は開催しなければならいと述べた。
· 安彦理事は雇用形態の多様化のため、定年イコール退職になっていない為、退職者の情報把握が困難になっていることが一つの問題であって、ある一定の年齢のところで表彰して記念品を贈る形がいいのではないかと述べた。
· 阿部会長は５月に開催すれば退職者の情報把握ができやすいし、祝賀会という行事は大事な意義があることだと述べた。
· 山田・前谷津両副会長は情報把握については、しっかりやることが組織の要であって、祝賀会の開催の是非については、少なくとも会長は意義があると述べていることから、継続するためにはどういう知恵を出せばよいかを考えなくてはならないと述べた。
　記念品については長年の功を労う意味で記念品を送ることに賛成であると述べた。
· 阿部会長は、会では功績賞・特別功績賞と年齢に添った賞があるが、６０歳は定年の年齢は変わったとしても区切りだと考えることから、６０歳一律で、還暦や永年勤続という賞の形でお祝いしてはどうかとの案が出された。
· 立花理事は表彰という形で行えれば、５月の総会に表彰して祝賀会を行えると述べた。
· 安彦理事は現状の定年退職祝賀会を、定年を祝って祝賀会をするか、定年の時に感謝状のようなものを贈るか、６０歳の年齢で区切って感謝状を贈るかを整理して、見直す形で理事会に提案することにしてはどうかとの意見が出された。
· 佐々木（昌）福利厚生部長は今の意見を整理して次回常務理事会に再提案することを述べた。

以上、次回の常務理事会で再審議することで、出席理事の全てが同意し、承認した。
４．今後の会の運営について

　会の運営について、前谷津副会長から第１回公益事業推進員会で自由な意見交換を行った事の内容を会議報告書として資料を提出して①委員会任務の確認②公益公人の事業の検討③組織図の確認の報告が行われた。
②については、財務能力としての会計実務の継続整備への対応について、現状の規程の調査と整備について、公益事業内容と今後の活動と質及び量の検討である。
　③についてはＯＢ部の位置づけ、支部活動の公益性についての検討である。
　追加として、安彦財務理事より、会の運営に関して現状の公益事業の他に会の運営（総会、理事会等）の年間スケジュール表を提出し、確認と会のスケジュールを立てるように要望された。また、理事会の開催について、速やかな進行ができるように、事前に議案の資料を添付して頂きたいとの要望があった。
さらに、公益法人としての理事会の招集の方法や

会館の整備（看板等）の要望があった。
以上、今後の運営については、第２回公益事業推進委員会を開催して、早急に整理することで、出席理事の全てが同意した。
５．その他
①顧問弁護士、税理士委託契約事項について

　７月３日、ＹＭＣ税理士事務所に於いて、前谷津副会長、長谷川事務局長、安彦財務担当理事３人が交渉を行った事について、前谷津委員長（副会長）から、今期の顧問弁護士、税理士についての委託方針に基づく契約交渉の内容として、以下の事項が提案された。
契約事項として
・委託契約先をＹＭＣ税理士事務所とする。

・委託内容は、基本法人契約での諸表作成、月次チェック報告及び財務関係の顧問相談とする。

・委託料金　基本法人契約料２５０，０００円/年顧問相談料　５０，０００円/年顧問料　計３００，０００円
高田弁護士とは特に契約を結ばず、適に無償で協力を頂くとした。

　補足として、安彦財務担当理事から会計監査について説明があった。

当会及び顧問業務内容は別途明文化し、契約書を作成してから理事会に図ることを述べた。
· 山田副会長より、この契約で財務担当の負担が軽減されるのか又はさらに軽減される契約はないのかとの質問があった。
· 前谷津委員長は、契約料については、移行前の旧理事会に提示した内容であり、総事業の割合からすると、割高感があると受け取られるかも知れないが、公益法人の必須条件として、財務能力の維持を明文化しておくことが求められている。技師会の現状の財務役員の選出などの状況からみて、また、こうした専門家への公式な委託契約が、事業継続への社会的信頼の証になると考えられる。委託による効果としては、作業量の軽減以上に、個人への責任負担の軽減、公益法人としての社会的責任として必要な経費としてご理解いただきたいと述べた。
以上、契約事項について、出席理事の全てが同意し、承認した。

②第２１回放射線カウンセラー養成講座への共催等について
　本舘法人部長は、資料を提出して、８月３１日、９月１日に開催する第２１回放射線カウンセラー養成講座に県技師会が共催する形で開催してよいかという事と会場費の負担をしてよいかとの審議案が出された。さらに、日本カウンセリング学会より、共催依頼の文書が寄せられることを述べた。
－　会長は共催として良いが、次回理事会前の開催と

　　なるため事後承諾となる事を述べた。
以上、理事メールで確認を行っていることから、次回理事会で事後承諾してもらう事で、出席理事の全てが承認した。

③研究会等の整備について
　阿部会長は前回の第３回常務理事会で提案した技師会独自の研究会・同好会を立ち上げに関して、山形県技師会と共同研究会を開催したい考えを提案した。

　以上の提案に対して、阿部会長より山形県技師会会長に打診をしてもらい、共同開催を進めていくことについて出席理事の全てが同意した。

④宮城県放射線技師会業務アンケート（案）について
　立花総務部長は、中島業務調査担当理事より提出された業務アンケートの原案の資料を提出し、内容等について審議が行われた。
協議の結果、内容等に修正・追加を行う箇所はないが、実際のアンケート用紙にした形で提出して頂くようにしてから確認することとした。
各部・委員会報告事項
1． 総務部
　立花総務部長は資料を提出し、平成２５年文化の日表
彰候補者の石井氏の推薦書類を宮城県保健福祉部医

療整備課に送付したことと、日本診療放射線技会生涯

学習カウント申請状況を報告した。

　以上の報告、依頼に対して出席理事の全てが同意し、承認された。
2． 学術部
　大友学術部長は欠席であるが以下の資料を阿部会長が提出した。
①技術講習会申し込み状況は７月８日現在１３名であること、②第１０回スキルアップカンファレンスを平成２５年７月１７日（水）に開催すること、③第２２回県学術大会の
演題募集の葉書を会員個人あてに今週中に送付する報告である。
　③について、ポスターを考慮してもいいのではないかとの意見が出された。次回常務理事会で提案することで
以上の報告に対して出席理事の全てが承認された。

３．　法人部
　本舘法人部長は資料を提出し、①機器管理士班幹事会議開催について②ピンクリボンフェスティバル第２回推進委員会について③角田市保健福祉まつりについて報告が行われた。　①は７月２４日開催、②は７月１８日、法人部長が出席する。③については参加の申し込みを行っていることと、開催日が１０月１９日（土）で、大崎市民まつりと開催日が重なっていることの報告であった。
４．　広報部
　山田広報部長は資料を提出し、①ホームページ改修作業状況と②会報発送までの進捗状況と③ホームページへの掲載・更新作業の状況と写真募集に関してのことについて報告を行った。
　①の改修作業は順調に行われていることと、②は７月２５日、会報と一緒に会員情報確認書を袋詰めすることを述べた。③は６月の一ヶ月間に５項目を迅速にアップしたことの報告である。④については７月１８日に委員会を開催して検討、第６回常務理事会に提案するとした。
以上のことについて、出席理事の全てが承認された。

5． 財務月例会計報告（平成２５年６月分）
1 収支報告
1． ７月１０日現金残高、１７７，９３３円

2． 手元現金化、郵貯　７５０，０００円

　　　　　　　　　七十七銀行　１８６，７３７円
3． フレシュマンズセミナー

講師料８０，０００円支払い

源泉税　９，０９６円支払い

4． パソコン用品
バーコードリダー:：６，９９３円
　　　　　　オフィスソフト：２２、９９８円

ファイルメーカー：２３，９４０円　支払い
5． ノートパソコン購入費４９，７７０円　支払い

6． 総会資料印刷代金１８６，７３７円

7． 名刺印刷代金５２，７１０円支払い

8． サーベイメーター校正費用５２，５００円

9． 多賀城市画像展パネル費用５２，７１０円
②　通帳残高報告
郵貯銀行　　残高　４７２，９７４円

七十七銀行　本店　　　残高　５４０，７１３円
〃　　　　　〃　　　 　残高　５，６１８，２９２円

　〃　　大学病院前　　残高　　９４８，９８５円
６．事務局
　長谷川事務局長より、会員異動の資料を提出し、報告が行なわれた。
①　会員異動
１．　新入会員　
　　千葉　昌之　　赤石病院　　

　　　　　　　　　東北大学医療技術短期大学部Ｈ１８年卒
　　田口　彩奈　　宮城厚生協会坂総合病院
　　　　　　　　　　　　　　中央医療技術専門学校Ｈ２４年卒
　　田苗　沙也佳　宮城社会保険病院

　　　　　　　　　　　　　　　　　東北大学保健学科Ｈ２５年卒

　　佐藤　丈洋　　仙台厚生病院

　　　　　　　　　　　　　　　　　東北大学保健学科Ｈ２５年卒

　　斎籐　菜々美　　宮城県対がん協会

　　　　　　　　　　　　　　　　　東北大学保健学科Ｈ２５年卒

　　岩泉　健　　　　　宮城県対がん協会
　　　　　　　　　　　　　　中央医療技術専門学校Ｈ２４年卒
２．　再入会　　なし
３．　県内異動　なし　

４．　転　出　　　
　　岩佐　脩　　　　　石巻赤十字病院
→　　神奈川県立足柄上病院

5． 転　入　なし
6． 退　会　　なし
会員数　　５０９名
以上で全ての審議が終了し、議長の阿部会長を解任、山田副会長が閉会の辞を述べ、２１時３０分閉会とした。
２０１３年　７月１０日
議　　　　　長

会　　　　　長　　　阿　　　部　　　　養　　　悦　　㊞
議事録署名人　

常務理事   前谷津　文雄　㊞
常務理事  　立花　茂　　㊞
